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04002A1 
 

（課題名）高品質農産物・加工品の迅速開発に資する革新的な分光学的

網羅解析技術の確立 
 

１ 代表機関・研究統括者 
国立研究開発法人 農研機構食品研究部門 後藤 真生 

 

２ 研究期間：令和４年度～令和４年度（１年間） 
 

３ 研究目的 

農産品品質の保持・向上に重要な品質評価を低コスト・迅速に可能とす

る「蛍光指紋連続体」技術の実用化のため、それぞれ特徴的な品質・成分

を持つ泡盛もろみ、イーストクリーム、甘藷、ウコンを対象に当該技術を

用いた品質推定モデルを作成する。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  目的品質の評価に適したグラジエント抽出条件の設定及び抽出画

分サンプル調製 

各目的品質の評価に基づき、グラジエント抽出にかかる溶媒や抽

出温度などの最適化を行い、また抽出物を②に提供する。 
（農研機構食品研） 
 

② 抽出画分サンプルにおける蛍光指紋取得および目的品質評価 

蛍光指紋の取得条件を決定するとともに、①から提供される試料

の蛍光指紋と目的品質を評価する。 
（農研機構食品研・（株）バイオジェット） 
 

③ 蛍光指紋連続体を用いた関与成分マーカーの探索、及び品質推定

モデルの作成 

②で取得された情報から、関与成分の分光マーカーを探索し、評価

モデルを作成することで、品質推定に資する情報を得る。 
（農研機構食品研） 

    

５ 最終目標 

泡盛もろみ、イーストクリーム、甘藷、ウコンを対象とし、蛍光指紋

連続体データと目的品質の評価値から目的品質の関与成分のマーカー

シグナルを明らかにし、当該評価値を推定するモデルを作成する。 
 

６ 期待される効果・貢献 

開発した技術を蛍光指紋連続体の取得装置と解析プログラムとして

商用化することで、生産者が生産品の複雑な品質を簡易に推定できる

ようになり、生産品の価値向上やコストダウンにつなげられる。 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構食品研究部門 029-838-8051】  



04002A1 高品質農産物・加工品の迅速開発に資する革新的な分光学的網羅解析技

術の確立 

 
 

背景：従来技術の課題と保有技術

課題 ・汎用できる前処理技術の確立
・各分析方法で近接したシグナルの分離

農産物・加工食品での付加価値評価が困難
→多成分を含む試料の迅速評価が必要

基本技術の確立

本事業の概要

・分画条件、評価条件の至適化による活用ノウハウの確立
・泡盛もろみ、発酵調味料等における評価用マーカーシグナルの特定

特許出願

農研機構食品研での取り組み
H25-29 委託プロジェクト「国産農産物の潜在的品質

の評価技術の開発」
H26-27 革新的技術緊急展開事業「食品のプロファ

イル解析プラットフォームの構築と実証研究」

網羅的解析に適した蛍光
指紋分析法の効果的活用

バイオジェット

協力機関

沖縄県酒造組合
（有）神村酒造

波及効果

食品研
後藤真生（研究統括者）

高機能性食品の開発

「蛍光指紋連続体システム」実用化の課題

品質評価に適した
グラジエント抽出
条件の設定

品質推定モデルの
作成およびマーカー
シグナルの探索

実試料を用いた
様々な手法による
評価の実施と検討

異なる溶媒を用いて連続的・効率的に分画する新たな抽出・解析技術
多成分含有試料の迅速、低コスト評価に応用可能

特開2020-76612
成分抽出方法、蛍光指紋測定装置、及びコンピュータが実行可能なプログラム

原料・製造段階で
多成分を含む食品 新たな抽出技術 網羅的評価技術

データ解析による
有用情報の抽出

活性物質の
迅速評価

様々な評価手法に応用しうる
効率的分画技術

機器・分析条件の支援、機器開発検討

1 目的品質の評価に適したグラジエン
ト抽出条件設定・調整

2-(2）目的品質の評価
嗜好性、香り評価、成分分析

試料選択・採取
2-(1）蛍光分光機器の情報取得と比較

2-(2）目的品質の評価
①抗酸化能 ②抗糖化能 ③免疫修飾機能

協力機関琉球大学
・蛍光分光光度計活用支援

3 蛍光指紋連続体を用いた関与
成分マーカーの探索、及び品質
推定モデルの作成

蛍光指紋連続体システム
の実用化

特許技術の実用化

本事業の目標

蛍光指紋連続体システム
による網羅的解析

多くの対象原料・食品
で迅速多面的評価

高効率生産システムの構築 競争力の高い
商品開発に直結

蛍光指紋連続体システム

協力機関

試料提供・原料成分の成分分析

協力機関

試料提供、技術の実用化検討

泡盛・もろみ酢 発酵調味料原料
イーストクリーム

開発技術の具体的な素材・食品での実証

最終目的
＝様々な製品への汎用

沖縄県酒造組合
（有）神村酒造

農産物加工品
紅芋ペースト・ウコン

加工食品メーカー

テーブルマーク（株）

加工食品メーカー


